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原子炉格納容器ライナのひずみ算出過程について 

 

1. 概要 

 本書は，原子炉格納容器ライナのひずみ算出過程について示すものである。本書では，

「Ⅴ-3-3-6-1-1-2 原子炉格納容器ライナ部の強度計算書」の「P4 トップスラブ部内側

（90°側）」のひずみ算出過程を代表として説明する。 

 

2. 対象部位 

原子炉格納容器ライナ部の評価点を図 1に示す。 

ひずみ算出過程として代表選定した「P4 トップスラブ部内側（90°側）」を赤枠で示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①トップスラブ部  ②シェル部  ③底部 

 

図 1 原子炉格納容器ライナ部の評価点  
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3. ライナひずみの抽出過程 

ひずみ算出過程のイメージを表 1 に示す。また，「P4 トップスラブ部内側（90°側）」

を代表例として算出した結果を表 2及び図 2に示す。 

原子炉格納容器ライナのひずみは，「Ⅴ-3-3-6-1-1-1 原子炉格納容器コンクリート部の

強度計算書」の解析に基づく値を用いる。当該値を入力として，原子炉格納容器ライナ部の

強度計算書に記載するひずみは，荷重の組合せに対する評価点の X 方向及び Y 方向ひずみ

を全て算出し，当該荷重の組合せから引張及び圧縮に対する最大値及び最小値を抽出する

ことで，引張及び圧縮ひずみが最も大きくなるひずみ値を選定している。 

 

表 1 ひずみ算出過程のイメージ 

荷重

状態 
組合せ 組合せ番号 εx εy 

A A-1 

1 X1 Y1 

2 X2 Y2 

3 X3 Y3 

… … … 

N XN YN 

Max Max(X1,X2,X3,…, XN) Max(Y1,Y2,Y3,…,YN) 

Min Min(X1,X2,X3,…, XN) Min(Y1,Y2,Y3,…,YN) 

引張 ＋(正)側の最大値 ＋(正)側の最大値 

圧縮 －(負)側の絶対値最大値 －(負)側の絶対値最大値 

備考：ひずみの符号が「＋（正）」を引張，「－（負）」を圧縮とする。 

   なお，荷重状態Ⅲのように温度荷重が加わる場合には，解析に基づく値にライナプレ

ートの温度上昇によるひずみ増分を足しこみ，X1,X2,X3,…，Y1,Y2,Y3,…として整理す

る。 
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図 2 解析結果のひずみデータ例 

 

表 2 「P4 トップスラブ部内側（90°側）」（要素 No.  ）のひずみ 

荷重状態 組合せ 組合せ番号 εx εy 

V(S) 

V(S)-1  4.1443869×10-5 -2.1979040×10-4 

V(S)-2  1.4802230×10-5 -4.9115057×10-5 

V(S)-3  4.0574898×10-5 -2.1202010×10-4 

Max 4.1443869×10-5 -4.9115057×10-5 

Min 1.4802230×10-5 -2.1979040×10-4 

引張 0.00005 － 

圧縮 － 0.00022 

備考：ひずみの符号が「＋（正）」を引張，「－（負）」を圧縮とする。 

 

以上 




